
【プログラム】 

 

＜第 1 日目＞ 2011 年 11 月 12 日（土） [会場：神奈川大学横浜キャンパス 16 号館セレストホール] 

9:00 開場 <受付> 

9:30 開会       フォーラム趣旨説明： 実行委員長 高橋 志保彦（総合司会） 

主催者挨拶 ： 日本トイレ協会会長 平田 純一、神奈川大学学長 中島 三千男 

来賓挨拶 ： 横浜市副市長 小松崎 隆氏 

 

■ 午前の部 ■（9：50～12：40） 

第 1 部 基調講演： 呉明修 氏（建築家、台湾衛浴協会名誉理事長、国立台湾科技大学教授） 

             慎重進 氏（都市プランナー、成均館大学教授） 

 

第 2 部 基調報告： 稲葉英憲 氏（中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱代表取締役社長） 

             村上正浩 氏（工学院大学建築学部まちづくり学科 准教授） 

             菅原文彦 氏（宮城県 南三陸町立志津川中学校教頭） 

             秦 好子 氏（被災地の子どもを支援する神奈川市民の会実行副委員長 

嶋田昌子 氏（ＮＰＯ法人横浜シティガイド協会副会長） 

 

■ 午後の部 ■（13：30～18：00） 

第 3 部 パネルディスカッション： 「災害時におけるトイレの諸問題と防災」 

＜コーディネーター＞ 坂本菜子（ｺﾝﾌｫｰﾄ研究所代表）、高橋志保彦（建築家、神奈川大学名誉教授） 

＜パネリスト＞ 田村友輝氏 ((有)国分寺産業 常務取締役) 

秋山高広氏 (横浜市資源循環局 浄化設備係長) 

熊谷耕造氏 (自衛隊神奈川地方協力本部 相模原地域事務所長) 

＜コメンテーター・・・（海外の方の発言）＞  

呉明修氏 （建築家、台湾衛浴協会名誉理事長、国立台湾科技大学教授） 

慎重進氏 （都市プランナー、成均館大学教授） 

＜アドバイザー・・・（被災地の避難所からの声）＞ 菅原文彦氏 （宮城県 南三陸町立志津川中学校教頭） 

 

第 4 部 座談会： ～日本のトイレ「これは良い」、「これは変」～ 

       ＜コーディネーター＞ 堀野定雄（神奈川大学工学部講師） 

       ＜登壇者＞海外からの留学生（伊、豪、韓、中、丁から神奈川大学への留学生） 

呉明修氏 ／ 慎重進氏 ／ 嶋田昌子氏 

 

第 5 部 プレゼンテーションセッション 

① 新東名高速道路における快適なトイレ空間の導入に向けた取組みについて 

山本浩司（協会員／中日本高速道路（株） 東京支社 清水工事事務所 ） 

② 小便器の清掃を快適に行うアイテムの誕生 

星野延幸（協会員／アメニティ) 

③ 薬用フォームソープの殺菌・ウィルスに対する効力について 

佐川輝男（協会員／日本カルミック㈱ 企画開発室) 

④トイレ診断について 

山戸伸孝（協会員／㈱アメニティ 専務取締役） 

⑤学校トイレの維持管理を応援する情報サイト「学校トイレ.com」 

村上八千世（協会員／アクトウェア研究所 代表） 

⑥「多機能トイレ × IT」Check A Toilet について 

金子健二（協会員／NPO 法人 Check 代表理事） 

 
 

＜第 2 日目＞ 2011 年 11 月 13 日（日） [テクニカルツアー／横浜市中区及び関内・みなとみらい地区めぐり] 

（定員 45 名：要申込）→定員に達しました。 

 

■ 午前 ■（9：30～12：30）  

バスにて観光地をめぐるエクスカーション （三渓園 臨春閣にある江戸時代の非公開トイレの見学、港の見える丘公園等） 

 

■ 午後 ■（14：00～16：00）  

徒歩による視察（中華街、みなとみらい地区、山下公園、開港広場、赤レンガパーク等） 

 




